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話 題

第 6 回世界水産学会議参加報告

黒倉 壽，1 佐藤秀一2

1東京大学，2東京海洋大学

早いもので，第 5 回世界水産学会議をパシフィコ横

浜で開催してから，もう 4 年が経とうとしています。

この度，日本水産学会国際交流委員会の委員として，ス

コットランドのエジンバラで開催されました第 6 回世

界水産学会議に参加して参りました。本会議はイギリス

諸島水産学会主催で，Sustainable Fisheries in a Chang-

ing World をメインテーマに 5 月 7 日から 11 日までの

5 日間，開催されました。筆者らは 5 月 7 日にエジンバ

ラに到着し，5 日間滞在しました。エジンバラはスコッ

トランドの首都であり，イギリス北部ではグラスゴーと

並ぶ重要な都市であり，旧市街と新市街は世界遺産の文

化遺産に登録されているほど，街並みがきれいところで

す。

今回の大会には，世界各国から約 1,300 人の参加があ

り，9 のセッションに分かれて，口頭発表がなされまし

た。また，ポスター発表は液晶ディスプレイを用いる

E-ポスターという方法で行われていました。日本から

は，口頭発表に 36 題，ポスター発表に約 30 題と多数

の発表がなされました。このように，日本からの参加者

はこれまでの世界水産学会議よりも多く，50 人以上で

あったと思われます。講演要旨は，大会参加者にメール

で公開されていました。

5 月 8 日には開会式が開催され，チャールズ皇太子が

臨席され，挨拶されました。基調講演は，米国ワシント

ン大学の Ray Hilborn 教授と Young's Seafood Limited

の Mike Mitchell 氏によりなされました。その後の一般

公演の内容は，世界水産学会議の主催者によって，編成

が偏る傾向にあります。前回，横浜で開催した時は日本

水産学会大会と同様に水産学の全ての分野をカバーした

のですが，今回は水産資源に重点をおいた大会となりま

した。その為，水産食品科学やポストハーベストに関す

る研究発表はほとんどありませんでした。大きな口頭発

表の会場では，液晶プロジェクターを用い，パワーポイ

ントのファイルで行われましたが，中には PDF ファイ

ルの発表もありました。また，40 人程度収容の小さな

会場では，50 インチほどのディスプレイで発表が行わ

れ，後ろの方に座っている参加者には，見易いとは思え

ない状況でした。

お昼時間を挟んで，世界水産学協議会（International

Council of Fisheries Society）の年次会議が行われ，ア

メリカ水産学会，イギリス諸島水産学会，韓国水産科学

会，日本水産学会，メキシコ水産学会，ブラジル水産学

会。オーストラリア水産動物学会からの代表者が出席し

ました。最初に次の 4 年間の会長にアメリカ水産学会

の Doug Beard 博士が選出されました。また，副会長に

は日本水産学会の渡部終五会長が選出されました。そし

て，2016 年に開催される第 7 回となる次の世界水産学

会議の開催地を決定しました。オーストラリアのアデ

レーデ，アメリカのアンカレッジ，韓国の釜山およびイ

ンドが立候補し，それぞれ説明を行いました。残念なが

ら，インドからの説明はありませんでした。協議の結

果，次期開催地は韓国の釜山に決定しました。開催時期

は前述した通り 2016 年の 11 月の予定です。

夕方にはポスター発表の前半が行われました。今回は

前述したように E-ポスターという方式に行われまし

た。これは 40 インチ以上の大きな液晶ディスプレイが

約 30 台用意されており，3 台毎に Pod といわれる 10

のグループに分かれ，指定された時間に指定された Pod

で待機します。興味のあるポスターを見に参加者が来る

と，ディスプレイに自分の発表を映し出します。ポス

ターといっても，1 枚ではなく 3 枚程度のパワーポイン

トでの発表です。

2 日目の 9 日午前の発表は，東京大学大気海洋研の塚

本勝巳教授の基調講演で始まりました。満員の聴衆を魅

了するウナギに関する講演でした。その後，一般公演が

あり，夕方にはまたポスター発表の後半がありました。

ポスター発表用のディスプレイは，2 日間備え付けられ

ており，いつでも大会参加者はどのディスプレイからで

も，興味のある演題を見ることができます。印刷したポ
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スターをわざわざ，大会会場まで持っていく煩わしさは

なく，非常にスマートな方法だと思われるのですが，デ

ィスプレイが多くないとうまく進行しないと思われます。

3 日 目 の 10 日 は ， World Fish Center の Maolcolm

Beveridge 博士の基調講演から始まりました。そして，

こ の 日 の 夕 方 に は Congress Dinner が Murrayˆeld

Stadium で行われました。この競技場はラグビーの試合

用で，ヨーロッパにおいても最も有名な競技場の一つだ

そうです。芝生のフィールドに入って，ウェルカムドリ

ンクが飲める予定でしたが，生憎の雨の為，ドリンク

サービスは屋内になりました。その際に，第 2 回の国

際水産科学賞 International Fisheries Science Prize の受

賞者が発表されました。今回は英国 Hull 大学国際水産

学研究所長の Ian G. Cowx 教授が受賞しました。同教

授は，世界各地における淡水魚の系群の保護やその水産

業的利用について研究し，今までに，多くの留学生を教

育し，30 人以上の博士を育ててこられました。Dinner

のメニューはやはり水産学会議だけあり，メインディッ

シュはタラでした。

4 日目，最終日は世界銀行の James Anderson 博士の

基調講演で始まりました。午後の一般公演では，水産政

策委員会の黒倉 壽が Reconstruction of ˆsheries indus-

tries and ˆsheries communities after 2011 Japanese

tsunami という題目で講演しました。話題性があって多

くの関心を集めるものと期待されましたが，小さな会場

が満席になる程度の聴衆で，ヨーロッパではあまりこの

問題に関する関心はないようでした。しかし，集まった

聴衆の関心は強く，いくつか質問がありました。その中

に放射線物質の汚染に関する質問が 1 つありました。

その後，閉会式が行われました。会長が一人で式を進

行させる形式で，あまり演出臭のない淡々とした閉会式

でした。その中で，韓国水産科学会の南会長が，次期開

催国の代表として挨拶しました。この時使われたプロ

モーションビデオは専門家の演出編集によるものと思

われ，画像が美しく，韓国の意気込みが感じられました。

次回の世界水産学会議は，お隣の韓国，釜山で開催さ

れます。日本から大勢の日本水産学会員が参加されるこ

とを期待しております。


